
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自主学習】 涌井 董子（明治大学付属明治中学校１年） 

【学校での報告】 松本 真紀（晃華学園中学校１年） 

平和祈念事業への参加だけではなく，学校

での報告や自主学習として積極的に【発信】

しました。 

【自主活動】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 涌井 董子 （明治大学付属明治中学校１年） 
自主学習として学んだことをまとめました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(上)広島市似島遺構めぐり   (下)広島市立袋町小学校平和資料館見学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(上)第１回事前学習会 河野さんの講話の様子 (下)広島平和派遣 國分さんの講話の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原爆死没者慰霊碑の前 折り鶴献納前の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本 真紀 （晃華学園中学校１年） 

晃華学園中学校の終業式

に全校生徒の前で，広島平和

派遣について発表しました。 

 

 

私は，調布市の中学生平和派遣に参加

し，ピースメッセンジャーとしてこれまで様々

な体験をさせていただき，原爆や戦争のこ

とを学んできました。この派遣を通して感じ

たことを報告します。 

この中学生平和派遣に申し込んだきっ

かけは，本や学校で習ったことしかない戦

争や原爆のことを，体験者の方にお話しを

聞いたり，広島に行き実際に目で見たり感

じたりして，もっと平和について自分なりに

考えたい，自分に何ができるのだろうと考

えたからです。 

最初は正直，ただ原爆や戦争はダメと当

たり前の事として思っているだけでした。し

かし，事前学習会で戦争体験者の方のお

話を聞いたり，実際に広島で資料や遺構を

みていくにつれて，原爆の恐ろしさが今まで

以上に私にせまってきました。 

広島では，平和記念公園や展示が新し 

 

くなった原爆資料館を見学しました。そこで

は原爆が投下された直後の写真や市民の

描いた絵が心に残っています。全身にやけ

どを負った人の顔や，死の斑点ができた兵

隊の絶望に満ちた顔が忘れられません。ま

た，たくさんの遺品とそのエピソードも紹介

されていました。それを使っていた人たちは，

元は今の私たちのように普通に生活をして

いた人たちでした。人工的に作られたたった

１つの原子爆弾という兵器で，何も罪のな

い人が一瞬にして，身元もわからない位の

状態で亡くなってしまったり傷ついた現実を

知り，言葉にできないくらい悲しい気持ちに

なりました。 

爆心地から４６０ｍしか離れていない袋町

小学校にも行きました。児童，教師共に一瞬

にして命を失った場所です。鉄筋コンクリー

トの校舎も倒壊全焼し，唯一残った西校舎

の壁面には，離れ離れになって見つからな 

体育館にて発表をする様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い家族への伝言が今も残っていました。 

原爆による放射線によって今でも後遺症

に苦しんでいる人もいます。火傷が治った

跡が盛り上がるケロイドは，かゆみや痛み

だけでなくまわりからの視線や言葉による

精神的な苦痛を受けたそうです。被爆によ

って胎児にも影響を及ぼしたりもしました。

命があっても，その後つらい人生を送ること

になってしまいました。原爆によって多くの

人の命が犠牲になっただけでなく，生きる

気力を無くした人や，大切な家族や友人を

亡くしてしまって苦しんできた人々もいます。

広島にいる間，胸がしめつけられる思いで

した。 

広島に行って一番心に残った場所は，似

島です。私は似島のことを知りませんでし

た。似島は広島本土と違い原爆の影響は

少なかったそうですが，原爆で火傷をした

人やケガを負った人が次々と運び込まれて

看病のために使われたところです。島で治

療してもらう人があまりにも多く，手あてが

受けられたら生きていたかもしれない人も

多く亡くなりました。多すぎて丁寧に埋葬す

ることができず，遺体をそのまま埋めたり防

空壕につめこんだりしたそうです。私が訪

れた似島は青空で緑がきれいなところでし

た。原爆が落ちる前もきっとそうだったと思

います。しかし原爆により多くの人が負傷し

て運び込まれ，まったく違う島になってしま

いました。そこで起こった出来事を知り，悲 

 

しみでいっぱいでした。 

私は今回広島を訪れて，遠くの世界の出

来事であった原爆のことが，目の前に「現

実に起こった」という事実が胸にせまってき

ました。まだ広島の土の下には，当時のが

れきがたくさん埋まっているそうです。幸せ

な家族の生活が，原子爆弾によって人為的

に一瞬でこわされてしまいました。そして多

くの命が奪われました。傷を負った人や残

された家族の人もずっとつらい思いをかか

えて生きてきたことも知りました。私は今の

平和な風景を，焼け野原だったり苦しむ人

がたくさんいる残酷な風景にしたくないと

強く思いました。 

私の家では，広島の派遣を機に，原爆や

戦争の特集のテレビを見たり展示を見に

行ったりするようになりました。家族で戦争

や原爆の話をする時間も増えました。つらく

て目をそむけたくなることもあるかもしれま

せんが，今の平和を保つためには，戦争や

原爆の恐ろしさや悲惨さについて多くの人

がまず興味を持つことが大切だと思いま

す。戦争体験者は少なくなっていますが，後

世に伝えることが使命だと考えて講演をし

たり執筆をしている方もいらっしゃいます。

皆さんもぜひ，その方のお話を聞いたり，実

際に現地を訪れて自分で感じてみてくださ

い。私も，これからも，平和や戦争について

関心をもち考える時間をつくっていこうと思

っています。 

原爆ドーム 


